滋賀県発達障害啓発事業セミナー
「発達障がいの人とともに安心して暮らせる共生社会の実現に向けて」
～警察沙汰の事例の考察を通じて～　
（2024.9.15＠草津キラリエ）
滋賀県からの受託事業として、「発達障がいの人とともに安心して暮らせる共生社会の実現に向けて」と題した滋賀県発達障害啓発事業セミナーを開催しました。
当日は、日本自閉症協会副会長であり、また、権利擁護団体Ｐ＆Ａ大阪代表として障がい者の権利擁護の活動も推進されている弁護士の辻川圭乃先生にお越しいただき、数多くの事例を交えたお話をいただきました。

発達障がい、とりわけ自閉症の特性を知らないが故の多くの誤解にもとづく対処に繋がってしまうこと、もし仮に警察沙汰の不適切な対処になりかねない場合にどのような対処をすればよいのか、特に弁護士の支援をどのように得るかがポイントでもあること等々、具体的な事例をもとにした実践的なお話を伺うことができ、当日参加された83名の参加者の皆様からも以下のような感想をいただいています。
・周囲への障害理解（啓発）と障害のあるなしに関わらず安心して暮らせる共生社会を目指していく事の大切さを改めて感じさせていただきました
・実例を通して色々知識を得られましたので、とても良かったです。ありがとうございました。
・自分の子供だけでなく、知人の子供など、このような事件に遭遇した際の対処方法を学ぶことができました。ありがとうございました。
・トラブルに遭遇した時の対処法を知ることができてよかった。トラブル時のパニックなど、落ち着ける方法を伝えるのは難しいが、少しでも理解が広まればと思います。
・いくつかの事件事例と家族や支援者の対応事例がわかり、また弁護士の方々のサポートご努力も知ることができました。
・講演内容が具体例からの経緯が入っていて、よかったです。
辻川先生にはこのような貴重な機会をいただき、この場を借りて改めてお礼申し上げます。
また、滋賀県にはこのような啓発セミナーの機会を提供いただき、誠にありがとうございます。
滋賀県自閉症協会におきましては、今後もこうした啓発活動を継続してまいりますので、ぜひともご支援のほど、よろしくお願いいたします。
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